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岩
木
川
原

に
ク
河
川
公
園

ク

新
勺
度
か
ら

六
カ
勺
討
画
 

シ
A
 

ク
公
園
と
緑
化
4
の
充
実
を
新
年
度
の
重
点
 

施
策
に
盛
り
込
ん
で
い
る
市
で
は
、
岩
木
川
 

の
河
川
敷
を
活

用
し
た

広
大
な
「
河
川
公
 

園
」
事
業
に

着
手
す
る
こ
と
に
 な
り
、
一
一
 

月
二
十
六
日
事
業
の
推
進
母
体
と
な
る
「
岩
 

木
川
河
川
公
園
連
絡
協
議
会

（
会
長
長
尾
精
 

氏

・
東
北
地
方
建
設
局
河
川
部
長
、
構
成
委
 

員
四
〇
人
）
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
 

① 《昭和33年9月10日第3種郵便物認可） 

緑
地
や
交
通
公
園
も
 

、
 

「河川公園」建設予定の岩木川原 

大
切
に
保
存
し
ま
し
よ
う
 

〇
 

、
、」＼
、
 、

パゲ
ー
ー
」r
雄
 

「
河
川
公
園
」
の
基
本
的
な

性
格
は
、
当
然
な
が
ら
河
川
本

来
の
役
割
で
あ
る
治
水
、
利
水

の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
河
川

法
の
制
限
を
受
け
ま
す
が
、
岩

木
川
を
管
理
す
る
建
設
省
東
北

地
方
建
設
局
も
河
川
敷
の
効
率

的
な
活
用
を
推
進
し
て
い
る
だ

け
に
市
の
計
画
に
対
応
し
て
河

川
敷
の
整
備
を
実
施
し
ま
す
。
 

「
河
川
公
園
」
は
、
四
十
九

年
度
か
ら
六
カ
年
計
画
で
、
総

事
業
費
五
億
九
千
六
百
万
円
を

投
じ
、
岩
木
川
の
河
川
敷
に
各

種
の
運
動
、
競
技
、
遊
戯
場
や

緑
地
、
交
通
公
園
を
設
け
、
み

ん
な
で
自
然
に
親
し
み
な
が
ら

ス
ポ
ー
ッ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
楽
し
も
う
と
い
う
も
の
で

す
。
 

河
川
公
園
に
あ
て
ら
れ
る
の

は
、
岩
木
川
右
岸

（
上流
は
鶴

田
の
境
界
か
ら
下
流
は
三
好
橋

付
近
ま
で
）
 と
、
 
一
部
左
岸
 

（
柏
村
）
の延
長
十
六
キ
ロ
、総

面
積
は
お
よ
そ
七
十
七
紛
に
な

り
ま
す
。
 

事
業
計
画
六
カ
年
の
う
ち
、
 

前
期
三
年
は
、
と
く
に
 「
五
一
一

年
青
森
国
体
」
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
 

ル
会
場
と
な
る
北
斗
グ
ラ
ウ
ソ

ド
ー
元
町
浄
水
場
間
の
一
帯
を
 

「
国
体
ゾ
ー
ソ
」
と
し
て
整
備

す
る
必
要
か
ら
市
街
地
沿
い
の

二
、
四
、
 三
、
五
ブ
．ロ
ッ
ク
の

整
備
に
重
点
を
置
き
、
後
期
三

年
は
郊
外
に
着
手
し
ま
す
。
 

一
方
、
建
設
省
東
北
地
方
建

設
局
で
は
、
市
の
 「
河
川
公
園
 

A
」
 

く
」
‘
、
 

裏
ご
十ー

 
「
 
 

」
事
業
に
先
行
し
、
四
十
九
年

度
か
ら
五
十
三
争
度
ま
で
、
事

業
の
基
礎
と
な
る
高
水
敷

（河

川
敷
）
の
整
地
や
芝
生
張
り
、
 

護
岸
工
事
な
ど
の
環
境
整
備
事

業
を
す
す
め
ま
す
。
 

ブ

ロ
ッ
ク
ご
と
の
主
な
施
設

は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

▽
ブ
ロ
ッ
ク
ー
 
モ
ト
ク
ロ

ス
▽
．フ
ロ
ッ
ク
2
 

ソ
フ
ト
ボ
 

ー
ル
場

（
三
面
）
、
少
年
サ
ッ

カ
ー
場
、
相
撲
場
、
 ロ
ー
ラ
ー
 

ス
ケ
ー
ト
場
、
交
通
公
園
、
芝

生
広
場

（
憩
の
広
場
）
 

▽
ブ

ロ
ッ
ク
3
 
四
百
りM
ト

ラ
ッ
ク
、
野
球
場
、
ソ
フ
ト
ボ
 

ー
ル
場
、
 
子
供
広
場
、
 
修
景

広
場
▽
ブ

ロ
ッ
ク
4
 
四
百
M
 

ト
ラ
ッ
ク
 
（
兼
ソフ
ト
ボ
ー
ル

ニ
面
）
、
野
球
場
、
サ
ッ
カ

ー
 

場
、
子
供
広
場

（
ニ
カ
所
）
、
 

催
し
場

（
馬
力
大
会
）
、
芝
生

広
場
 

▽
ブ

ロ
ッ
ク
5
 
野
球
場

（
 

二
面
）
、
自
転
車
競
走
路
、
子

供
広
場
、
修
景
広
場

（
三
カ
所
 

）
、
芝
生
広
場

（
ニ
カ
所
）
 

▽
ブ

ロ
ッ
ク
6
 
二
百
りM
ト

ラ
ッ
ク
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
、
 

野
球
場
、
サ
ッ
カ
ー
場
、
多
目

的
フ
イ
ー
ル
ド

（
兼
野
球
）
、
 

花
壇

（
ニ
カ
所
）
、
サ
イ
ク
リ

ン
グ
セ
ソ
タ
ー
 

▽
ブ

ロ
ッ
ク
7
 

ゴ
ル
フ
場

▽
プ

ロ
ッ
ク
8
 

二
百
りM
ト

ラ
ッ
ク
（
兼
野
球
）
、
野
球
場
 

（
一一面
）
、
 テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
 

子
供
広
場
、
修
景
広
場
、
ピ
ク

ニ
ッ
ク
広
場
、
芝
生
広
場
 

五所川原市広報 （青森県） 

、
 



市政ダイヤル 
その日の 

行事や予定は 

か⑤4321 

駅
裏
の
保
留
地
処
分
 

駅
東
部
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
の
保
留
地
の
処
分
を
三
月

中
に
行
な
い
ま
す
。
詳
し
く
は

市
都
市
計
画
課
に
お
問
い
あ
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

②
 

小山市教育長に図書と目録を渡すロータリークの鎌田会長（左》 

献
本
連
動
ス
外
隊
臨
 

ニ
月
末
で
千
四
十
ニ
冊
 

市
献
本
運
動
実
行
委
員
会

（
委
員
九
五
人
）
は
、
一
万

一
日

か
ら
所
属
団
体
に
呼
び
か
け
た
り
地
域
を
巡
回
し
運
動
を
展
開

し
て
き
ま
し
た
が
、
す
で
に
ふ
た
つ
の
団
体
と
個
人
十
四
人
か

ら
千
四
十
二
冊
の
献
本
と
四
万
五
千
円
の
寄
付
金
が
あ
り
ま
し

た
。
 

寄
贈
さ
れ
る
図
書
は
、
各
団
体
ご
と
に
ま
と
め
る
か
、
各
部

落
、
町
内
会
長
宅
へ
お
届
け
願
い
ま
す
。
こ
の
際
、
テ
ー
プ
な

ど
で
適
宜
た
ば
ね
、
荷
札
に
住
所
、
名
前
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
連
絡
が
あ
り
し
だ
い
受
け
取
り
に
参
り
ま
す
。
 

な
お
、
こ
の
運
動
の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
ひ
き
続
き
皆
さ
ん
の
 

ご
協
力
．
お
願
い
し
ま
す
。
 

I
 

従
来
使
用
さ
れ
て
き
た
水
銀

剤
（
ル
ベ
 
ロ
ン
、
 
メ
ル
、
リ
オ

ゲ
ン
、
ウ
ス
プ
ル
ン
）
 
は
、四

十
九
年
か
ら
使
用
で
き
な
く
な

り
、
か
わ
っ
て
 
「ベ
ソ
レ
ー
ト
 

T
2
0水
和
剤
」
 
「
ホー
マ
イ
か

粒
剤
」
が
新
し
く
使
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
新

剤
は
、
消
毒
法
を
間
違
う
と
薬

害
を
起
す
心
配
が
あ
り
十
分
注

意
が
必
要
で
す
。
 

「
ベ
ン
レ
ー
ト
T
2
0水

和
剤
」
塩
水
選
、
水
洗
い

後
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
消
毒
を
 

▽
粉
衣
法
 

生
乾
き
し

た

種
も
み

に
乾
燥
も
み
重
の
〇
・
五

％
量

（
乾も
み
「
升
当
り

五
g
）
の
薬
剤
を
粉
衣
、
 

二
日
間
放
置
す
る
。
こ
の

場
合
、
種
も
み
の
水
切
り

を
十
分
に
。
事
前
に
乾
燥

種
も
み
の
重
量
を
計
っ
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

▽
高
濃
度
短
時
間
浸
漬
法

水
切
り
を
十
分
し
た
種

も
み
を
二
十
倍
液

（
薬剤

百
彦
を
二
膨
）
 
に十
分
間
 

浸
漬
、
 
二
日
間
ほ
ど

陰
干
し

に
。
残
っ
た
薬
液
は
何
回
使
用

し
て
も
効
果
が
あ
る
。
 

▽
高
濃
度
混
和
法

（
ス
ラ
リ
 

ー
法
）
 

水
切
り
を
十
分
し
た
種
も
み

に
、
二
十
倍
液
を
乾
燥
も
み
重

の

一
〇
％
（
一
升
当
り
百
？
)
 

相
当
量
を
混
合
し
、
二
日
間
ほ

ど
陰
干
し
を
 

▽
低
濃
度
長
時
間
浸
漬
法
 

四
百
倍
液

（
薬剤
百
g
を
四

十
膨
に
溶
解
）
に
四
十
八
時
間

浸
漬
す
る
。
残
っ
た
液
は
三
回

ま
で
十
分
効
果
あ
り
。
 

「
ホ
ー
マ
イ
か
粒
剤
」
 

塩
水
選
、
水
洗
い
後
次
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
消
毒
を

△
高
濃
度
短
時
間
浸
漬
法

水
切
を
十
分
し
た
種
も
み
を

二
十
倍
液
に
十
分
間
浸
潰
、
一
一
 

日
間
ほ
ど
陰
干
し
に
。
 

「
ベ
ン
レ
ー
ト
…
」
と

同
じ
方
法
で
処
理
を
。
 

△
高
濃
度
混
和

法
 

（
ス
ラ
リ
ー
法
）
 「
ベ

ソ
レ
ー
ト
…
」
と
同
じ

方
法
で
処
理
を
。
 

ぎ

意
 

消
毒
振
必
ら

ず
浸

潰
、
催
芽
前
に
。
生
割

れ
し
た
も
み
は
薬
害
が

で
ま
す
。
薬
液
の
温
度

は
摂
氏
五
度
以
上
で
。
 

催
芽
の
と
き
使
用
す
る

ワ
ラ
類
は
、
摂
氏
七
十

度
以
上
の
熱
湯
に
二
十

分
以
上
浸
漬
し
て
消
毒

を
。
薬
剤
を
溶
解
す
る

場
合
は
、
少
重
の
水
で
 

糊
状
に
ね
っ
て
か
ら
所
定
量
の
 

水
を
加
え
る
。
紛
衣
す
る
場
合
 

は
ビ
ニ
ー
ル
袋
か

一
斗
缶
に
入
 

れ
て
混
和
す
る
。
 

消
毒
し
た
種
も
み
は
食
用
や

家
畜
の
飼
料
に
し
な
い
。
薬
液

は
毒
性
が
あ
る
の
で
捨
て
る
場

所
に
も
十
分

注
意
が
 
必
要
で

す
。
 
（
五
所川
原
地
区
農
業
改

良
普
及
所
）
 

、
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・
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が
と
て
も
活
発
な
の
で
よ
く
目
 
た
き
な
が
ら
割
っ
て
食
べ
て
い
 

（
 

騒
黙
監
一麟
騒
難
簿
難
鍵
薄
 

立
ち
ま
す
。
 

ま
す
o
冬
の
餌
が
不
足
す
る
時
 

・
 

食
と
し
て
L、
ます
ガ
 
女
、に
な
 
，
ズ
臓
オ
に
ノ
ーフ
，1
コ
べ
『ノ
て2
 

（
 
雪

晴
の
朝
、
神
社
の
境
内
や
 

ー
 
シ
ジ

ユ
ウ
カ
ラ
の
美
し
い
さ
え
 

一
 
庭
木
の
豊

富
な
庭
先
に
飛
来
 

、
ン
ジ
 
ュ
ウ

カ

ー
フ
 

ず
り
と
そ
の
姿
を
楽
し
む
こ
と
 

一
誌
壕

n護
黛
 

（
ンシ
ュウ
カ
ラ
科）
カ
稽
軒

て
巣
箱
を
一
一
 

〈
 
ュ
ク
と
さ
え
ず
る
鳥
に
シ
ジ
ュ
 
る
と
市
街
地
の
樹
木
に
小
群
で
 
番
利
用
す
る
こ
と
か
ら
、
愛
鳥
 
）
 

一
諺
鳶
盛

喉力
黒
鵬
郵
縄
幹
柳
鑓
如翼
篇
輪
警
れ

一
 

（
 
く
、
煩
が
白
い
o
そ
れ
に
動
き
 
足
で

つ
か
み
、
く
ち
ば
し
で
た
 

方
言
 
シ
ン
ジ
ユ
ウ
カ
ラ
 
？
 

、、．
、
．
、
く
て
，

・
く
‘
，

,
,
,
,,
，
、
く
て
！ン
き
くくて
ぐ
．
、
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．
、
ぐ
．
・
？
．
・
一、
、
く
．

・
？
，
・
ミく●
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．
i
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●●
●…
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・
i
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・
●
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・
i

・J
●…
、ぐ
・
i

・
・
て
さ
・
・
？I？
・i、
、
！
●
、
ぐ
く
？
 

,
 

静
」
 

夏
は
森
林
に
住
ん
で
い
て
、
 
期
に
、
大
好
物
の
牛
や
豚
の
あ

マ
ツ
ケ
ム
シ
な
ど
の
害
虫
を
主
 
ぷ
ら

肉
を
針
金
や
金
網
で
お
さ
 

'l 

、
 



国
保
事
業
の
現
況
 

市
の
医
療
費
支
払
額
と
皆
さ
ん
の
納
め
る
国
保
税
の
推
移
は

左
記
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

（
被
保
険
者
ひ
と
り
当
り
額
）
 

      

8
0・

 

m
ノノノ

 

 

   

15・772ノノ 

 

医療費 

  

        

一
 

        

   

ノノノノ 

     

 

11,998 ,' 
10,441ーーーーーノ 

 

9,ジーーーーー 

      

      

6,323円 

  

5,009 
4,653 

5, 624 

    

 

'1.335 

  

国保税 '
 

      

"
 
 

   

   

I 	  

   

      

 

S44年度 S45 S46 S47 S48(見込) 

rり
 

0
 

1
 

1
 

こ
の
グ
ラ
フ
か
ら
見
て
も
お
わ
か
り
の
と
お
り
、
昭
和
4
7年

度
か
ら
急
激
に
医
療
費
が
伸
び
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
昭
和
 

4
7年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
老
人
医
療
費
の
無
料
化
と
医
療
費
の

引
上
げ
に
よ
る
も
の
で
す
。
反
面
保
険
税
の
伸
率
は
医
療
費
の

伸
び
に
追
い
つ
け
ず
、
昭
昭
4
8年
度
国
保
事
業
の
決
算
見
と
お

し
は
非
常
に
苦
し
い
も
の
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
 

い
 

三

月
末
 
締
切

り
 
期

日
は
三
月
三
十

一
 

ー
 

日
で
締
切
ら
れ
ま
す

の
で
、
次
に
か
か
げ
る
こ
と
を

よ
く
よ
ん
で
い
た
だ
き
、
該
当

に
な
る
方
は
、
期
限
ま
で
に
市

国
民
年
金
係
二
ま
で
 お
出
く
だ

さ
い
。
 

▽
加
入
で
き
る
人
 

国
や
共
済
制
度
か
ら
恩
給
や

年
金
を
う
け
て
い
な
い
明
治

1
1
1
 

十
九
年
四
月
二
日
か
ら
、
明
治

四
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
生
ま

れ
た
人
で
す
。
 

▽
国
民
年
金
十
年
々
金
や
、
五

年
々
金
に
一
度
も
加
入
し
た
こ

と
あ
な
い
人
 

▽
国
民
年
金
十
年
々
金
の
加
入

を
途
中
で
や
め
た
人
、
ま
た
は

十
年
，々
金
に
加
入
し
た
が
掛
金

を
未
納
し
、
通
算
老
齢
年
金
を

う
け
る
権
利
の
な
い
人
 

▽
国
民
年
金
の
五
年
々
金
の
加

入
を
途
中
で
や
め
た
人
 

〇
納
め
終
る
期
間
 

昭
和
4
8年
1
0月
ー
昭
和

5
0年
 

5
月
ま
で
と
し
ま
す
。
 

〇
掛
金
 

一
月
九
〇
〇
円
に
計
算
し
、
 

五
年
間
の
期
間
を
短
縮
し
明

年

5
月
ま
で
と
し
ま
す
。
 

（
約
五
万
四
千
円
で
す
）
 

た
だ
し
、
昭
和
5
0年
か
ら
、
 

若
干
の
保
険
料
が
改
訂
に
な

る
見
込
み
で
す
。
 

〇
う
け
ら
れ
る
年
金
 

九
万
六
千
円

（月
額
八
、
〇
 

国
民
年

金
制
度
が

発
足
し
た

頃
は
、
年

金
な
ど
と

い
っ
て
受

け
る
の
は

先
の
こ
と

だ
と
思
わ

れ
て
い
た

の
に
今
で

は
毎
年
約

二
〇
万
人
 

（
全
国
）
 

の
拠
出
の
 

f老
齢
年
金

受
給
者
が
ふ
え
よ
ろ
こ
ば
れ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
国
民
年
金
時

代
に
入
っ
た
と
い
っ
て
過
言
で

あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年
の
国
民
年

金
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
年
金

額
の
大
巾
改
善
を
図
ら
れ
た
こ

と
を
機
と
し
て
、
七
〇
歳
か
ら

う
け
ら
れ
る
福
祉
老
齢
年
金
よ

り
年
金
額
が
高
く
、
早
く
う
け

ら
れ
る
拠
出
の
老
齢
年
金
を
一

人
で
も
多
く
受
け
て
も
ら
う
た

め
、
い
ま
「
度
希
望
加
入
し
な

か
っ
た
高
齢
者
に
対
し
て
昭
和

四
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
五
年

年
金
加
入
の
途
を
再
開
し
ま
し

た
。
五
所
川
原
市
で
す
で
に
申

出
し
た
方
々
は
約
二
百
五
十
人

に
も
達
し
て
い
ま
す
。
申
込
み
 

《
 

〇
〇
円
）
 
（
物
価
指
数
の
変

動
が
あ
る
場
合
自
動
的
に
年

金
額
も
変
動
が
あ
り
ま
す
）
 

Q
又
給
開
始
 

昭
和
5
0年
7
月
か
ら

一
生
受

給
さ
れ
ま
す
。
 

日

本

消
防

協
会
 

か
ら

表
彰

旗
 

市
消
防
団

（
鶴
谷
初
太郎
団
 
 

長
）
 
は二
月
二
十
日
、
財
団
法

人
日
本
消
防
協
会

（
赤
城
宗
徳

会
長
）
か
ら
表
彰
さ
れ
、
表
彰

旗
と
表
状
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
日
頃
の
消
防
団
活
動

で
、
団
員
の
 
団
結
と
規
律
、
 

技
能
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
 

鶴
谷
団
長
は

「
団
員
ひ
と
り
ひ

と
り
の
精
進
の
た
ま
も
の
」
と

喜
ん
で
い
ま
す
。
 

再開五年々藍ジA べ
加一八ク）チャンスで潟一 

、
 

③
 

 

 

小児マヒ予防の 

 

生ワクチン投与 

い
。
 

▽
料
金
 
無
料
で
す
 

▽
熱
は
必
ら
ず
は
か
っ
て
く
る
こ
と
。
母
子
手
帳
 

は
忘
れ
な
い
よ
う
に
。
間
診
票
を
か
き
ま
す
の
で
、
 

で
き
る
だ
け
お
母
さ
ん
が
つ
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
 

市
で
は
、
四
十
九
年
度
の
小
児

マ
ヒ
予
防
の
ロ
経

生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
を
次
の
日
程
で
行
な
い

ま
す
の
で
、
該
当
す
る
赤
ち
ゃ
ん
に
は
必
ら
ず
の
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
該
当
し
な
い
乳
幼
児
で
も
ま
だ

一
回
も
の

ま
せ
て
い
な
い
乳
幼
児
が
あ
り
ま
し
た
ら
の
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。
 

▽
対
象
す
る
赤
ち
ゃ
ん
 

〇
昭
和
四
十
八
年

一
月
一
日
ー
四
十
八
年
十
二
月

三
十
一
日
ま
で
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
、
四
月
に

一

回
の
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
・
〇
昭
和
四
十
八
年
二
月

一
日
ー
昭
和
四
十
九
年

一
月
三
十
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
、
五
月
に

一
回
の
ま
せ
て
く
だ
さ
 

のませる 
時 間 

44,I ス' 1 回 目 2 回 目 のませる 
mI乙と i:i 投与月日 投与月日 場 所 

五小学区 4月 2日 5月巧日 中央公民館 13. 30'-14.3(! 

畑地区 	4月 3日 5月16日 栄 支 所 13. 30.-...14.O0l 

梅 	沢 4月 3日 5月16日 梅沢 支所 13.30-.-14・叫 

毘沙門 	4月 5日 5月17日 毘沙門小学校13.30--14. OC! 

三 	好 	4月 5日 5月17日 三好診療所 13. 30-j 14. 00~ 

七 	和 	4月 8日 5月20日 七和 支所 10.0o-.10. 30~ 

中 	川 	4月12日 5月24日 中川 支所 l3.  30-.  14.  00! 

飯 	詰 	4月12日 5月24日 飯詰 支所 13. 30--- 14. OC ~ 

松 	島 	4月17日 5月29日 松島 支所 13. 00-.- 14.00 

長 橋 4月17日 5月29日 長橋診療所 13.30-'14.00 

南小学区 4月旧日 5月30日 中央公民館 13.30-14.30 



が
、
け
い
光
灯

の
カ
バ
ー
を
は

ず
す
と
、
明
る

さ
が
グ
ン
と
よ

く
な
り
ま
す
。
 

電
灯
の
高
さ
を

適
当
に
さ
げ
る

こ
と
も
、
明
る
 

④
 

おしらせ 

か 
彫 く

す
る
コ
ッ
で
す
。
 

（
東
北
電力
）
 

はィ 写しますョ 

、 48年度の「中卒就職生壮行会」は、このほど市民文化会館で60余 ’ 

（ 人の就職生が参加して開き、激励されました。ことしの就職生は、 （ 

ノ 昨年より62人少ない68人。進学組の増加で半減した。壮行会では、 ’ 

、 小山市教育長カ 「元気でがんばってくださし 」と励まし、  来賓の激 l 
、 	 ( 

（ 励の言葉のあと中川中3年の成田繁子さんが「いつしょうけんめい I 
f 	 ' 
’ がんばります」と誓いのあいさつ。 【恩師を囲んで記念写真】 	（ 

、、、、，・与~，，、、、、・．,,、，，、・ー ,，、，、“．，へ．、りノ、、、・ーり，、、、り‘一，，、ー ,',，、、り，,、，”J, 、 -. 

煽，⑤ 1414 

生活環境 

バトロ・ーIレ本部 
住みよい 

環境づくりに 

ニ
十
九
日
告
示
 

四
月
十
四
日
の
任
期
満
了
に

と
も
な
う
野
里
、
神
山
、
松
野

木
、
戸
沢
各
財
産
区
の
議
会
議

旦
般
選
挙

喰
次
の
日
程
で
行
 

●
 

な
い
ま
す
。
 

△
投
票
日
時
 
四
月
五
日
午

前
七
時
か
ら
午
後
」
帯
ま
で
 

△
出
旦
ホ
 
三月
二
十
九
日
 

へ
立
候
補
受
付
▽
三
月
二
十

九
日
ー
三
月
三
十
日
の
二
日
間

午
前
八
時
半
ー
午
後
五
時
 

△
選
挙
人
名
簿
縦
覧

V
」
万

二
十
七
日
か
ら
三
月
二
十
八
日

ま
で
二
日
間
、
午
前
八
時
半
ー
 

午
後
五
時
ま
で
 

△
投
票
所
 
野
里
財
産
区

（
 

野
里
小
学
校
）
、
神
山
財
産
区
 

（
野
里
小
学
校
）
、
松
野
木
財

産
区

（
松
野木
小
学
校
）
、
戸

沢
財
産
区
（
戸
沢
集
会
所
）
 

△
選
挙
す
べ
き
人
員
 
野
里

財
産
区
六
人
、
神
山
財
産
区
六

人
、
松
野
木
財
産
区
六
人
、
戸
 

●
 

沢
財
産
区
六
人
 

節
電
時
代
で
す
 

節
電
時
代
で
す
。
け
い
光
管

や
灯
具
は
、
少
な
く
と
も
年
に

一
回
は
掃
除
し
ま
し

ょ
う
。
ホ

コ
リ
や
ョ
ゴ
レ
が
ひ
ど
い
と
、
 

電
気
を
食
う
割
に
明
る
く
あ
り

ま
せ
ん
。
 

両
端
が
黒
く
な
っ
た
け
い
光

管
も
寿
命
で
す
。
白
熱
電
灯
と

違
っ
て
け
い
光
灯
は
断
ッ
ン
と

い
う
こ
と
が
な
い
の
で
、
い
つ

ま
で
も
後
生
大
事
に
使
っ
て
い

る
家
庭
も
み
か
け
ま
す
が
、
こ

れ
も
電
気
の
ム
ダ
使
い
で
す
。
 

少
し
体
裁
は
悪
く
な
り
ま
す
 

'
 e

 
郵
便
番
号
は
正
し
く

春
で
す
、
引
っ
越
し
の
ツ
ー
 

ズ
ン
で
す
。
住
所
が
変
っ
た
ら

ま
ず
郵
便
局
に

「
転
居
届
」
を

出

t
ま
し

ょ
う
。
 「
配
達
で
き

ず
に
泣
い
て
い
る
迷
子
郵
便
物

が
あ
り
ま
す
」
 

こ
れ
か
ら
各
種
の
総
会
、
送

別
会
、
懇
親
会
な
ど
飲
酒
の
機

会
が
多
く
な
り
、
例
年
こ
の
時

期
に
は
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通

事
故
が
多
発
し

て
お
り
ま
す
。
 

一
、
総
会
や
送
別
会
な
ど
飲

酒
の
会
合

を
開
催
す
る

場
合

は
、
通
知
書
に
車
両
を
使
用
し

な
い
よ
う
明
記
し
、
出
席
者
に
 
 

不
在
中
で
も
配
達
で
き
る

「
 

郵
便
受
箱
」
を
つ
け
ま
し

ょ
う
 

「
郵
便
局
で
割
安
に
お
世
話
し

て
い
ま
す
」
 

郵
便
番
号
は
郵
便
物
の
目
で
 

必
ら
ず
実
行
さ
せ
よ
う
 

総
会
や
送
別
会
な
ど
の

出
席
者
に
つ
い
て
車
両
を
運
転

し
て
き
た
者
が
な
い
か
を
受
付

の
さ
い
確
実
に
チ
エ
ッ
ク
す
る
 

飲
酒
し
な
い
つ
も
り
で

車
両
を
運
転
し
、
総
会
な
ど
に

出
席
し
た
者
が
、
懇
親
会
で
飲

一酒
し
た
場
合
は
車
価
を
預
け
る
 

、
 O

 

す
。
 「
郵
便
番
号
」
は
正
し
く

ハ
ッ
キ
リ
書
き
ま
し

ょ
う
「
郵

便
番
号
薄
杜
郵
便
局
の
窓
口
で

差
し
上
げ
て
お
り
ま
す
」
 

（
五
所
川
原
郵
便
局
）
 

か
、
運
転
代
行
さ
せ
る
な
ど
の

配
慮
を
す
る
。
 

⑥
技
術
職
員
募
集
 

一
一

一
競
 樋
難
響
欝

畿
謀
麟
競
 

者
 
年
齢
三
十
歳
ま

で
 

勤
務
場
所
 
鉢
雌
士
」
伍
所川
原
市
大
字
戸
沢
字
畑
林
、
通
 

待
 
遇

籍
離
糞

翠
与
規
定
に

よ
る
（
国家
 

議
麟

鷺
蓮
計
精

だ
さし
そ
の他
詳
細
は
 

雇
 
用
 
促
 
進
 
事

」
業
「
団
 

五
所
川
原
総
合
高
等
職
業
訓
練
校
 

〒
〇
三
七
ー
〇
六
 
電
話
⑦
二
〇
二
四
、
二
〇
二
五
 

運
転
す
 
る
 

と
 
き
 
は
 

酒
 
を
 
飲
 
ま
 
せ
 
な
 
い
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